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1 はじめに

最近、 WWW(WorldWide Web)などのインターネット上の情報サービスが急速に広まり、 URLさ

え知っていれば、世界中のあらゆる場所の情報にアクセスすることができる。また、静的な情報表示だけ

ではなく、 java言語、 CGI(CommonGateway Interface)を用いた動的な情報表示を行うページも増え

てきている。これらのことを、発想支援、 CSCW(ComputerSupported Cooperative Works)、グループ

ウェアなどの研究分野に応用できないかと考えた。

個人および、グループ内の思考活動を支援するシステムとして、すでに CATl(Computer-AidedThink-

ing,version 1)(1]、CSS(CommunicationSupport System)[2, 3, 4]が開発されている。このシステムは、

テキストオプジェクトと呼ばれる仮想的なカードとしてデークを扱っている。これは、オプジェクトとそ

れに対するテキスト、キーワードとその重みから構成されている。しかし、これらに与えられる情報は、

個人が書き残したメモの集まりであったり、グループディスカッションの記録であったりと、閉じたもの

となっている。

今回は、閉じた情報だけではなく、多くの人たちの意見も取り入れることのできるシステムを考えた。

その方法の 1つとして、 WWW上で発想支援システムの試作を行った。

雇
，

ー、馳

2 システム

2.1 システムの概要

作成したシステムを図 1により説明する。

.. 戸 ords
Keyword! Welghtl' 
Kcywordl Welght2' 
Keyゃ rdlWclghtl 
Text 
Object! ls .. , 

テキスト・オブジェクトの入力

オブジェクトに対するテキスト
を書き、キーワードを宣言する

Object 
Ohjccll 

Keywords 
Keywonll Weight! 
Keywordl Weighel 

Tc,t 
Object! is ... 

データ内にあるオブジェクト
関の関連度を反映して空間に
配置する

`
,
L
 User2 select objects. Userl select objects. 

□: 
ユーザごとに必要な
オブジェクトを選択
して再配置する

□ロ
図 1:ユーザとシステムの相互関係
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まず、各ユーザはプラウザで頭の中で考えていることをテキストオプジェクトを書くのと同じように入

力する。このとき各オプジェクトのキーワードとその重みもいっしょに入力する。するとシステムは、今

まで不特定多数の人から入力されたオプジェクトとユーザが入力したオプジェクトの関連度をパネモデル

で表したグラフを表示する HTML(HyperText Markup Language)ファイルを吐き出す。なお、パネモデ

ルによりグラフ表示するプログラムは、 SUNが提供しているjavaのデモプログラムを修正して用いたも

のである。ユーザはこのグラフをみることにより一人では考え付かないことを発見することができる。こ

のとき、ユーザは自分に必要なオプジェクトのみを選択し、グラフ表示することもできる。これにより、

単なる多くの人の共有空間としてだけではなく、個人的な思考活動をも支援することができる。

2.2 バネモデルによる空間構造の可視化

本システムは可視化の手法としてパネモデルを用いた。これは、オプジェクト間の関連度をパネにみた

てたものである。各局所解においては、すべてのオプジェクト間のバネの張力がつりあった状態になって

いる。

2.3 テキストオプジェクト間の関連度の決定

作成したシステムでは、テキストオプジェクトを関連度により空間に配置している。つまり、任意のテ

キストオプジェクトに対して、関連度の高いものほど近くに配置するようにしている。ここの関連度は、

任意の2つのテキストオプジェクトに対して同じキーワードを共有していれば、そのキーワードに対する

重みの差をとりカウントする。これを、共有しているキーワードの個数で割り、平均を取ったものとして

いる。 ・
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3 使用方法

以下使用方法を述べる。

3.1 入力
甕

し

図2:入力画面

入力は、図2により行う。ユーザの名前、オプジェクト名、キーワードとそのキーワードのオプジェク

トに対する重み、オプジェクトに対する文を入力する。このとき文章以外は必ず入力しないとデークに登

録されないようになっている。ユーザの名前も必要ないと思われるかも知れないが、他のユーザが同じオ

プジェクトに対する思考を入力する際、区別するために必要である。つまり、“オプジェクト名（ユーザ名）＇’

というように扱うためである。 1 . 
入力が終了したら、 "Addobject"ボクンによりデークに登録する。 "Clear"ポクンは入力内容をすぺ

て消すためのものである。
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3.2 オプジェクトの表示

データベース内のオブジェクトを図 3のように見ることができる。これは、新しいオプジェクトの入力

があるたびに、 HTMLファイルとして吐き出すものを表示している。

図 3:オプジェクト表示画面
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3.3 キーワードの表示

キーワードもオプジェクトと同じように見ることができる（図4)。

璽

ー

｀
 

図 4:キーワード表示画面
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3.4 グラフの表示

図5:グラフ画面（データ内のすべてのオプジェクト）

図5は、すぺてのオプジェクトを空間に配置したものである。画面左側にはオプジェクトのリスト表示

があり、その隣にはグラフ表示がある。以下、各ボタンについて説明する。

• Scramble 
グラフ表示されているオプジェクトを四方に散らす。

• Shake 
グラフ表示されているオプジェクトを小さく揺らす。

• Stress 

オプジェクト間のストレスの表示、不表示を決める。

• Random 
ランダムで選択されたオプジェクト 1つを小さく揺らす、揺らさないを決める。

• Select 
ユーザーが任意に選択したオプジェクトのみを空間に配置する（図6)。

• All 
すべてのオプジェクトを空間に配置する。
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ScrambleとShakeは、ただ 1つの局所解にとどまらずにいくつもの局所解にグラフを導くためのポタ

ンである。 Randomも同様であるが、 Scramble、Shakeのように激しく動かすのではなく、静かに他の

局所解に導くボタンである。また、本システムは、インタラクテイプにオプジェクトを移動することがで

き、それにともない他のオプジェクトもつられて移動する。これにより、オプジェクト同士の関連性を視

覚的にユーザに伝えることができる。

9

、

図 6:グラフ画面（ユーザが選択したオプジェクト）

ユーザはグラフ内の画面をマウスでクリックすることによりオプジェクトを選択し、マウスのドラッグ

により移動することができる。図6のオプジェクトリストの反転文字で表示されているものは現在ユーザが

選択しているものである。この選択もマウス操作で行うことができる。

-． 
• 
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4 おわりに

4.1 関連研究

WWW上での発想支援システムの試作を行った。このシステムは、表1[6]により分類すると、蓄積・

非即時型／遠隔分散型となる。これより、同じ場所に同時に人が集まらなくても行うことのできる新しい

形態の会議を実現することができると思われる。

表 1:空間・時間特性によるグループウェアの分類応用システム例

空間＼時間 リアルタイム（即時）型 蓄積・非即時型

対面型 電子会議室システム

・Colab(Xerox PARC) 

・CaptureLab(EDS) 

• NICK(MCC) 
遠隔分散型 グループエディタ タスクコーディネーションシステム I 

• Cognoter(Xerox PARC) • The Coordinator(Action Technology) 
• GROVE(MCC) • Higgins(Conetic Systems) 
共用ウィンドウ／共用画面システム I協同文書作成支援システム
• VConf,Dialogo(Olivetti) • MarkUp(Mainstay) 
• Tim buktu(Farallon) • Quit(Bellcore) 
ワークステーション会議システム 情報フィルタリングシステム

・RAPPORT(Bell Labs) • Information Lens(MIT) 
・MERMAID(NEC) オフィスプロシジャシステム

• PMTC(NTT HI研究所） • COOKBOOK(NTT HI研究所）
・Team WorkStaion(NTT HI研究所） ハイパーテキスト（情報共有）

遠隔ビデオ会議システム • NoteCards(Xerox PARC) 
• MediaSpace(Xerox PARC) • InterMedia(Brown大学）
・CR UISER(Bellcore) ・電脳机(YHP)

• Video Window(Bellcore) ハイパーテキスト（議論）

・CAVECAT(Toronto大学） • gIBIS(MCC) 
協同描画システム

• VideoDraw(Xerox PARC) 
• ClearBoard(NTT HI研究所）

4.2 将来の課題

今回のシステムは試作ということで機能が必要最低限のものしか与えられていない。そのため実用的な

システムを構築するにはより多くの機能を追加しなければならない。以下に、追加すべき機能および今後

の検討事項をあげる。

• グラフ内でのテキストとキーワードの表示

グラフ内でオプジェクトをマウスでクリックすると、その内容と含まれるキーワードを表

示する機能。

• キーワードの自動抽出

ユーザがキーワードということを気にすることなく入力できるようにするための機能。

● 可視化手法

今回使用しているグラフは、バネモデルにより表示しているが、双対尺度法 [5]や多次元尺

， 



度法[7]を用いることも可能であるため、何を用いるか検討が必要である。

• 用いるデータ
今回使用したデータは、ユーザが明示的に本システムにアクセスして入力したドキュメン

トである。今後は、それに限らず、 WWW上に存在する不特定多数のドキュメントを使

用することを考えたい。そのためには、 Yahoo[8]、千里眼[9]、RCAAU[lO]などの既存

のサーチエンジンを使用することが考えられる。特に、千里眼、 RCAAUではリンクの逆

探知もできるため有用であると思われる。
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